
点数 0 1 2 3 4

1

ICTと社会課題に対する理解 ICT及び社会課題について
理解していなかった．

ICT及び社会課題について
あまり理解していなかった．

ICT及び社会課題について
ある程度理解していた．

ICT及び社会課題について
理解していた．

ICT及び社会課題に精通して
いた．

2

ICTを用いた社会課題解決 ICTを用いた社会課題解決に
向けた検討を行っていない．

ICTを用いた社会課題解決に
向けて検討していた．

ICTを用いた社会課題解決に
向けて準備していた．

ICTを用いた社会課題解決に
向けて行動していた．

ICTを用いた社会課題解決に
向けて具体的に行動していた
．

3

社会実装する際の課題への十
分な認識

社会実装する際の課題を
認識していない.

社会実装する際の課題を
ある程度認識していた.

社会実装する際の課題を
認識していた.

社会実装する際の課題を
認識し、対応策を検討していた.

社会実装する際の課題を
認識し、対応策を実行に移して
いた.

4

将来的な社会構造（生活や制
度等）の変革

将来的に社会構造（生活や制
度等）を変革し得ない.

将来的に社会構造（生活や制
度等）を変革する可能性が低い
.

将来的に社会構造（生活や制
度等）を変革する可能性がある.

将来的に社会構造（生活や制
度等）を変革する可能性が高い
.

将来的に社会構造（生活や制
度等）を変革する.

5

プレゼンの理解しやすさ 異分野の聴衆は発表内容を理

解できなかった．

異分野の聴衆は発表内容をあ

まり理解できなかった．

異分野の聴衆は発表内容をあ
る程度理解できた．

異分野の聴衆であっても
発表内容を理解できた．

異分野の聴衆であっても
発表内容を明瞭に理解できた
．

6

発表姿勢（話す速さ・声の
明瞭さ・顔の表情など）、
スライドデザイン

適切ではなかった． あまり適切ではなかった． 適切だった． 優れていた． 非常に優れていた．

7

熱　意 熱意が感じられなかった． 熱意があまり感じられなかっ

た．

熱意がある程度感じられた． 熱意が感じられた． 聴衆を巻き込むほど強い熱意

が感じられた．

8

総合評価（4倍） 満足いくものではなかった． あまり満足いくものではなか

った．

ある程度満足いくものだった

．

満足いくものだった． 非常に満足いくものだった．

9

時間 発表時間は守られていなかっ
た．(±10%~)

発表時間は概ね守られていた
．(±10%以内)

発表時間は守られていた．
(±5%以内)

*ICT: Information and Communication Technology（情報通信技術）


